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読むこと①
第2学年

例示の配列を推論するこ 文章展開の効果を考えよう

・ 個人 根拠を ち グループ 意見を比べ 推論 いう順序 活動 こ 筆者
の論理の展開 意図を考え う

・ 例示 の配列を意識 作文を書くこ 例示 主張を支え 大 根拠 い
気付くこ う

叙述の順序 書 手の考え の う 説得力をもた し いるの
を考え 読むこ い。

分析的 考える
動物園 こ 三省堂

目標 本論 書 あ 例示 い 考え 自分 の根拠を
内容 ・ 本論 の例示を別々 提示 根拠を 配列を考え 個人

・グループ 意見を交流 こ 筆者の論理の展開を推論 仮説を立
・筆者の配列を知 自分たちの仮説 比較
・学習 た説明文の形式を使 作文を書く

単元名

本論の具体例の順番 何
関係あ の？

筆者 思い いた順番
いの？
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文章の構成 段落相互の関係を考え 読 い いた 要
旨 い

叙述の順序 書 手の考え の う 説得力をもた し
いるの を考え 読むこ い。

書 手の のの見方 考え方を伝え た の 論理の展開の
意図を読み取 こ い

つまず の実態

わ く伝え

分析的 考える

学 の扉を く

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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本論 の例示を別々 提示し グループ 意見を交流し ら筆者の論理の展開を推論し 正し
い配列 つい 根拠をも 仮説を立 させる

期待さ 生徒の姿
個人の意見を比較
こ 論理の展開を推論 こ

内容・形式 注目
こ 前後の段落 根拠を見

け出 姿勢 生

教科書 学習した説明文の形式を用い 作文を書 せる
活動 らい▶・筆者の論理の展開を模倣 こ 筆者の のの見方や え方の追体験を

筆者 論理 展開を模倣し生活作文を書くこ よ 筆者 見方や意図を知 こ 今回
特 本論 例示 配列 意識をさせ こ 例示 筆者 主張を支え 大 根拠 い こ
気付 せ

期待さ 生徒の姿
本論 の例示を配列 こ

の う 説得
力を い の 検
討 同 例示 並べ
方 効果 変わ こ
を体験

活動 らい▶・ の根拠を出 合い 比較 いく中 論理的 読 を深

個人 意見 パーツ をグループ 集め 比較した ま めた し いくこ 筆者 論理 展開を推
論す こ ここ し 仮説を立 くこ 次 段階 筆者 意図を考え 大
手立

論理の展開を推論す
野生生物の魅力を引 出
い いう筆者の思い 照
合わせ 3 の例示を比較
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